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（牛脂食による体脂肪蓄積のメカニズム1交感神経活性からの研究）
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論文の内容の要旨

　飽和脂肪酸を多く含む牛脂高脂肪食は，多価不飽和脂肪酸を多く含む紅花油高脂肪食に比べて，より大きな体

脂肪蓄積をもたらすが，そのことにエネルギー浪費反応の一つである食餌誘発性体熱産生（DIT）の低下，脂肪

の合成・蓄積に作用する血清インスリン濃度の上昇などが関与していることをラットで認めた。D1T反応や膵臓

のインスリン分泌反応は交感神経系の支配下にあり，さらに交感神経系は全身のエネルギー代謝や内分泌系を調

節し，エネルギー貯蔵を支配する。したがって，牛脂食による体脂肪蓄積増大のメカニズムに交感神経活性の低

下が関与している可能性がある。そこで本研究は，交感神経活性に焦点を当てながら，牛脂食が紅花油食に比べ

て体脂肪蓄積を増大する機構を解明するため，ラットを1日2食制下に等カロリー摂取させる方法で検討した。

その結果，牛脂食により末梢組織の交感神経活性が低下し　①DITの低下，②血清インスリン濃度の上昇，③肝

臓の脂肪合成の増大，④脂肪組織の脂肪取り込み能の上昇と脂肪分解能の低下，⑤血清TG濃度の上昇などが起

こることを認め，それらに　⑥視床下部およひ大脳皮質の中枢神経活性の変動が関与していることも示した。

審査の結果の要旨

　本論文は牛脂高脂肪食と紅花油高脂肪食を対比させる方法で，ラットを用いて基礎的に研究したものである。

結論として，牛脂高脂肪食で，申枢と末楕組織の交感神経活性が低下し，それによって生体のエネルギー消費の

低下，体脂肪の合成促進と分解低下がもたらされて体脂肪の蓄積増大が起こることを，詳細にかつ論理的に解明

しており，博士論文として十分な内容を持つと判断される。

　よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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